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メンバー紹介 
氏　名 所　属 担　当 

鈴木 博貴 4年Ｊ科 •  放送システムMoji3 開発 
•  スイッチャー制御システム 開発補佐 

谷  大輝 4年Ｉ科 •  機関情報伝達システム 作画システム 開発 
•  調布経済新聞 作画システム 開発 

中川 涼太 4年Ｉ科 •  調布ワンセグ広報活動 

川嶋 卓也 3年Ｊ科 •  Web版 学生投稿システムChikuwa 開発 

阿部 和敬 3年Ｉ科 •  スイッチャー制御システム 開発 

中西 建登 3年Ｊ科 •  字幕システム設計・開発 

峯水 延浩 指導教員 

・　エリア放送検討会 
・　無線局管理　置局担当 
・　JST実験　分担研究者 
・　機関情報伝達システム　開発 



エリアワンセグとは 

エリア放送 
地上デジタル放送に割り当てら
たUHF帯のホワイトスペースを
活用して行われる地上デジタル
放送受信機に向けた限定の放送
サービス。 

ワンセグ 
ワンセグ放送とは携帯端末向け
に行う放送サービス。画質・音
質はフルセグに劣るものの、ノ
イズに強い変調方式を採用して
いるため、移動体での受信に適
している。 

放送エリアを限定して行うことで地域に 
根づいた情報や番組が携帯端末を用いて 
どこでもワンセグで視聴が可能 



継続的な番組供給・運行の難しさ 
          人員や予算、技術などの不足 

調布ワンセグの課題 
放送番組
の不足	  

認知度の
低さ	  

視聴設定
の難しさ	  

コンテンツを自動に生成し、 
その情報を取得、画面を整形して 

ワンセグで放送 
 

放送番組が不足した状況では・・・ 
   視聴設定が容易に行えても見る番組がない 
   認知度を上げても視聴してもらえない 

人の手に依らない 
放送コンテンツの生成と放送運行の自動化が必要 



昨年度の活動(センサーネットワーク) 

SNサーバー 

放送システム 

超音波センサー 

混 
10cm 

エリアの混雑度を取得 エリアの冠水状況の取得 

空 
15cm 

専用基板の製作 

様々なセンサーで 
エリアの情報を 
独自に取得 

1つのコンテンツとして 
ワンセグで放送 

 

マイクセンサー 

各センサー同士を 
無線ネットワークを構築して 
配線しずらい場所を含めた 
広範囲での情報収集が可能 

 

多くの場所に設置するために 
●  省スペース化 
●  省電力化　　　が必要 

 

大学 地域 



危険な場所だ！ かわいいお店♪ 

危険箇所の投稿 地域情報の投稿 

●  地域に限定した情報収集・発信 
●  取得した情報はワンセグで放送 
●  アプリでの情報の取得も可能 
 

情報取得側 

放送システム 

日常的利用から災害時利用への転化 

サーバー 

昨年度の活動(学生投稿システム) 



情報授受・制御	  
システム	  

テロッパー	  

・学生センサーアプリへの投稿	  
・コンピュータへの手動入力	  
	  　　など内容を保持する所定のサーバ	  

2M/E	  
スイッチャー	  

・映像を切り替え	  
・映像効果の指定	  

をスイッチャーに命令	  

・緊急速報	  
・L字テロップ	  
・静止画	  
を作画して出力	  

自動的に取得した情報からの作画と	  
放送画面の制御を	  

人の手によらずに実現！	  

昨年度の活動(放送システム) 
・情報を取得	  
・テロッパーへ受け渡し	  
・スイッチャー制御	  
　システムへの命令	  
	  

スイッチャー	  
制御システム	  

ワンセグで放送 



昨年度の課題と今年度の活動 
課　題 解決案 今年度の活動 

来年度以降もシステムを利
用してもらう 

各システムのドキュメント
作成 

ドキュメント作成および、
システムの改善 

学生投稿システムの利用が
iPhoneに限定されている 

学生投稿新システム(Web
版)の作成 

新 Web版学生投稿システ
ム Chikuwa の作成 

基板の作成とセンサーの実
証が終わっていない 

センサーネットワークシス
テムの構築と検証 

メンバーの不足により実施
できず 

今年度作成した放送コンテ
ンツの有用性が確かめきれ
ていない 

有用性に関するアンケート
の実施とその結果に基づく
再検討 

10月および11月の防災訓
練において実施予定 

「エリアワンセグの普及」
というテーマの解決 

来年度以降、認知度向上等
ヘ向けての活動依頼 

- 防災訓練等イベント参加 
- 放送内容の充実を図る 
- 放送エリアの拡大 
- エリア放送の利活用に関す
る検討会でのノウハウ共有 



総務省 エリア放送の利活用に関する検討会 

北海道内での導入 
安平町（平成27年2月） 
ことにTV（札幌市琴似地区）（平成27年5月） 
釧路町　（導入準備中） 
 
自治体の防災用途での導入が加速 
広域放送のための制度整備とシステム提案 
運用方法やノウハウの共有 

エリア放送の利活用の手引き 
総務省HPにて公開中 

↑ 安平町の放送画面（フルセグ型） 
 
 
← 札幌市琴似地区のカバーエリア 



前回との違い 
●  webアプリケーション化 
●  事前のアプリインストールが不要 
利用できる端末が増え、使いやすく 

新Web版学生投稿システムChikuwa 

chikuwa 
サーバー web投稿画面 

放送画面 

写真を添付が可能 



調布経済新聞 

放送画面 

http://chofu.keizai.biz/
headline/1878/ 



機関情報投稿システム 
通常情報／緊急情報の選択 

投稿する情報の送出期間を設定 



機関情報投稿システム-投稿された機関情報の放送- 

優先設定がなされていない 
通常の放送画面 

優先設定がなされた放送画面 

投稿された機関情報について 
優先設定されている場合 

 
本放送に割り込む形で 

優先設定された機関情報を放送 



ワンセグ受信エリア拡大 

旧エリア 

新エリア 

調布ケ丘送信所を増力、 
富士見町送信所を増設。 
調布ワンセグのさらなる 
エリア拡大を図る。 
大学ほぼ全域をカバー。 



JST 災害ボランティアICT実験 

９月９日　　　調布特別支援学校 
１０月２５日　調布市総合防災訓練 
１１月４日　　電気通信大学防災訓練 

科学技術振興機構　平成27年度科学技術コミュニケーション推進事業 
『 調布市域における近隣教育機関と地域の相互連携における学生災害ボランティアの育成 』 



残課題解決のまとめ 
●  iPhoneでの利用に限定されていた学生投稿
システム 
○  Web版の開発(Chikuwa) 

●  利活用と放送内容の充実化 
○  新コンテンツとして調布経済新聞 
○  機関の間での正式な情報の伝達手段として 
　　機関情報伝達システムの開発 

●  視聴可能エリアの拡大 
○  送信所の新設と増力、SNFの利用 
○  大学近隣の地域での視聴も可能に 

●  防災訓練へ参加しての実験 
○  JST 災害ボランティアICT実験 

 



今後のイベント・課題 

●  10月に行われる調布市の防災訓練 
●  11月に行われる大学の防災訓練 
○ 利用してもらい、認知度上昇及び
第三者のフィードバックを得る 

● システムの調整・洗練 
○ 継続運用に向けてシステム・放送
内容の拡充および調整 



ご静聴ありがとうございました 

本プロジェクトの一部実験は、 
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST)の 
平成27年度科学技術コミュニケーション推進事業問題解決型 
科学技術コミュニケーション支援　機関活動支援型 
の助成を受けて実施しています。 

調布ワンセグ 
公式キャラクター 「 ワニセグ 」 


